
平成２０年度食育推進研究地域の取組
研究主題

子 ど も の 健 康 を 育 む 食 育 の 推 進
～ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携 ～

春日部市教育委員会

Ⅰ 食育推進事業の概要

事業の趣旨

子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身に付けていくためには、「食」が重

要である。従来、知育、徳育及び体育の重要性が説かれてきたが、基本となるのは、食

育であると考える。

具体的な活動や経験を通して「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全

な食生活を実践することができる人間を育てることが求められている。特に、成長期にあ

たる児童生徒にとって、食育は心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生

涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものであ

る。

一方、社会の急激な変化に伴い、「食」に対する意識も大きく変化している。本市にお

いても、栄養の偏り、不規則な食事、孤食、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志

向などの問題が各学校から報告され、「食」のあり方を学ぶことが喫緊の課題となってい

る。これらのことから、「子どもの健康を育む食育の推進」を研究課題として設定した。

３つのテーマ①子どもの健康を保持増進させるための望ましい食習慣を形成する方策

②小学校、中学校を通じた食に関する指導の充実 ③家庭・地域への効果的な普及

啓発の方策を掲げ、栄養教諭を中心とした学校・家庭・地域の連携体制のもと子どもを

取り巻く食環境の整備を図り、食育の推進に取り組んできた。

Ⅱ 研究の概要

Ⅲ 実践事例

１ 「早寝・早起き・朝ごはん 実態調査」調査結果（市内全小・中学校各学年２クラス以上）

調査内容（例）「朝食を必ず食べますか」

小学生・中学生ともに、朝食を毎日食

べる割合、欠食する割合については２

回の調査結果に変化は見られない。朝

食を欠食せずに食べる習慣を身に付け

ていく必要性を知らせていくことが課

題である。(他に６調査を実施)
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朝食を必ず食べますか

①毎日必ず食べる

②１週間に４～５日食べ

る
③１週間に２～３日食べ

る



２ 食育通信（１～４号）の発行

食育通信１号 ☆夏ばて予防に効果のある栄養素・食材

食育通信３号

☆家庭で作ろうカンタンおせち料理

３ 授業研究会

○栄養教諭がＴ１の授業

学級活動（小２）大きくなるからだ

「黄・赤・緑の食べ物について知ろう」

○栄養教諭がゲストティーチャーの授業

国語（小３）大事なことをたしかめよう 「食べ物はかせになろう」

○栄養教諭がＴ２の授業

家庭科（小６）楽しい食事を工夫しよう 「ぼくもわたしも栄養士！」

４ 食に関する調査

（市内小学５年生保護者・中学２年生保護者 対象）

（例 ）問２ お子さんと家庭での毎食時に、気をつけていること全てに○をつけてください。
① 食事の前の手洗い

② 好き嫌いなく食べる

③ 朝食を必ず食べる

④ 食事のマナー（食べるときの姿勢、ひじをつかない・ ・ ・

⑤ 食事中はテレビを見ないで食べる

⑥ 食器の使い方 （はしの持ち方、お茶碗を持って食べる ）

⑦ 食べる速さや、よ くかんで食べる

⑧ 栄養のバランスについて

⑨ 食品の安全性（表示の確認 ・賞味期限・産地 ・添加物 ）

⑩ お子さんとの会話を多くもちながら楽しい食事をしている

⑪ その他

５ 親子料理教室 （小３・４対象 夏季休業中実施）

６ ＰＴＡ・教職員研修会

【学校園「モリモリ畑」での収穫

と親子料理教室】

Ⅳ 研究の成果と今後の課題

・数々の取組で児童生徒が食育に興味関心を持ち、食生活を見直し考える機会となった。

・調査を通じ、食育の必要性・重要性・「食育」の継続的な指導の必要性を再認識できた。

・児童生徒によりよい食習慣を身に付けさせるには、家庭との連携が重要である。

・食事のマナーや望ましい食習慣が身につくよう啓発の継続を図っていきたい。


